
2006年度入学者選抜学力検査問題

（前期日程）

数 学
理系学部

（注　意）

1 問題紙は指示があるまで開かないこと。

2 答案用紙は 4枚である。

3 答えは，各問題番号が書かれた答案用紙の解答欄に記入すること。

4 答案用紙の網かけの部分や裏面には記入しないこと。

5 問題紙と下書き用紙は持ち帰ること。
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1 次の問いに答えよ。

(1) 条件 x1 = 1，xn+1 = xn + 2n　 (n = 1, 2, 3, · · · )によって定められ
る数列 {xn}の一般項を求めよ。

(2) 条件 y1 =
4
3
， 1

yn+1
= 4

yn
+ 3

4
　 (n = 1, 2, 3, · · · )によって定めら

れる数列 {yn}の一般項を求めよ。

(3) {xn}，{yn}をそれぞれ (1)，(2)の数列とする。2つのベクトル−→
an =(

16− 1
xn

, 16
xn

− 1

)
，−→
bn =

(
xn

4
, 1

yn

)
が垂直であるときの正の

整数 nの値を求めよ。

2 xy平面上の円C : x2+ y2 = 3上に 2点A
(
0,

√
3
)，B (

0, −
√
3
)がある。

点 P
(
0,

√
2
)を通る直線と円C の交点をQ，Rとする。ただし，点Rは第

1象限にあり，∠APR = θ
(
0 < θ < π

2

)
とする。このとき，次の問いに答

えよ。

(1) 原点 O から線分 QR へ垂線をひき QR との交点を S とする。線分
OS，QRの長さをそれぞれ θを用いて表せ。

(2) △AQB と △ABR の面積をそれぞれ T1，T2 とする。T1 =
√
3QP sin θ，T2 =

√
3PR sin θ が成り立つことを示し，四角形

AQBRの面積 S(θ)を求めよ。

(3) (2)の S(θ)に対して，2
√
3 < S(θ)を満たす θの値の範囲を求めよ。

— 4 —



3 xy平面上に媒介変数 tで表された曲線C : x = 2t− sin t，y = 2− cos tが
ある。t = θ (0 < θ < π)のときの点 P (2θ − sin θ, 2− cos θ)におけるCの
法線を ℓθとする。ℓθと x軸と y軸で囲まれた三角形の面積を S(θ)とし，そ
の三角形と曲線 C の下側にある部分との共通部分（図の斜線部）の面積を
T (θ)とする。このとき，次の問いに答えよ。

x

y

O

C

ℓθ

P

(1) 直線 ℓθの方程式を求めよ。

(2) S(θ)を求めよ。

(3) T (θ)を求めよ。

(4) 極限値 lim
θ→+0

T (θ)

S(θ)
を求めよ。

4 定数 a，b，cに対し，行列A =

 a 2

−1 b

，X =

2 1

1 1

，D =

c 0

0 −2c


が等式AX = XDを満たしている。このとき，次の問いに答えよ。

(1) a，b，cの値を求めよ。

(2) 正の整数 nに対し，Anを求めよ。

(3) (2)の An に対し，An =

sn tn

un wn

，xn = sn − un，yn = tn − wn

とおく。xy平面上の点Pn，QnをPn (xn, xn)，Qn (xn+1, yn+1)と定
める。3つの直線OPn，OQn，PnQnで囲まれた部分を y軸の周りに
1回転させてできる回転体の体積を Vn とする。このとき，無限級数
∞∑
n=1

Vnの和を求めよ。
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